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のん
ち
ゃ
ん
い
ろ
い
ろ
体
験
記

好きな木材で！
自分だけの「お箸づくり」

本部職員〝のんちゃん〟が、体を張っていろいろな体験をします！

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
お
箸
を
新
調
し

た
い
な
あ
」と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
で

作
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

さ
っ
そ
く
参
加
し
て
き
ま
し
た
！

　
「M

akers' Base Tokyo

」（
東
京
都
目
黒
区
）

は
、
会
員
登
録
を
す
る
と
プ
ロ
仕
様
の
工
房
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
る＂
シ
ェ
ア
工
房
＂。
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
革
製
品
、
陶
芸
な
ど
、
様
々
な
モ
ノ
づ
く

り
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
お
箸
づ
く
り
を
体
験
し
た
の
も
こ
の
工

房
の
一
角
。
ま
ず
は
６
種
類
の
木
材
の
中
か
ら
、

好
き
な
も
の
を
２
種
類
選
び
ま
す
。
私
は
新
年
ら

し
く「
ひ
の
き
」と
、
色
の
経
年
変
化
を
楽
し
め

る「
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
リ
ー
」に
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
メ
ー
プ
ル
、
オ
ー
ク
、

チ
ー
ク
が
あ
り
、
ど
れ
も
家
や
家
具
な
ど
に
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
木
材
で
、
丈
夫
で
水
に
強
い
特
性

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
木
材
に
中
心
と
な
る
目
印
を
書
き
入
れ
、

削
る
と
自
然
と
お
箸
の
形
に
な
る
よ
う
傾
斜
の
つ

い
た
台
に
セ
ッ
ト
。
そ
し
て
、
鉋か

ん
な

を
使
い
、
四
方

を
削
り
ま
す
。
講
師
の
先
生
は
、
鰹
節
の
よ
う
に

「
シ
ャ
ッ
、
シ
ャ
ッ
」と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
削
っ
て
い

き
ま
す
が
、
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
鉋
掛
け
。

力
を
加
え
る
方
向
が
難
し
く
、
何
度
も
木
材
を
床

に
落
と
す
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
！　
鉋
掛
け
は
、
大

工
さ
ん
で
も
、
習
得
す
る
に
は
何
年
も
か
か
る
と

聞
き
、
納
得
で
す
。

　
な
ん
と
か
２
膳
分
削
り
終
え
、
角
を
落
と
し
た

ら
、
や
す
り
が
け
を
し
て
形
を
整
え
ま
す
。
最
後

に
オ
イ
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
、
あ
ら
い
い

感
じ
。
ち
ゃ
ん
と
す
て
き
な
お
箸
に
な
り
ま
し

た
！　
苦
労
し
た
分
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　
鉋
掛
け
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
講
師
の
先
生

が
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
初

心
者
で
も
大
丈
夫
。
何
よ
り
、
黙
々
と＂
モ
ノ
を

つ
く
る
＂楽
し
さ
が
味
わ
え
て
大
満
足
！　
お
箸
は

末
永
く
大
切
に
使
お
う
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
も
ぜ
ひ
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
手

作
り
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

読 者 Ｐ Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｎ Ｔ

「箸置き」（２客１セット）を
２名様にプレゼント！

新春らしい干支の箸置きで食卓をすてきに彩ってください。

応募フォーム

初めての鉋掛けに悪戦苦闘

完成！なかなか上手
にできました

■
大
学
が
地
域
活
性
化
に
一
役

　

多
摩
大
学（
東
京
都
多
摩
市
）は
、
近
年

注
目
を
集
め
て
い
る「
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー

（
高
齢
化
社
会
工
学
）」の
考
え
方
を
も
と
に
、

大
都
市
の
郊
外
に
お
け
る
様
々
な
高
齢
化
問

題
に
取
り
組
み
、
世
代
間
交
流
や
地
域
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
る
と
し
て「
小
さ
な
親

切
」実
行
章
を
受
章
。
昨
年
10
月
7
日（
木
）、

同
大
学
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
長
の
寺
島
実
郎
氏
は
、
自
ら
監
修
す
る

「
リ
レ
ー
講
座
」を
地
域
の
方
の
学
び
の
場

と
し
て
提
供
。
ま
た
、
同
大
学
の
梅
澤
佳
子

教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
と
地
域
団
体
な
ど

が
協
力
し
て「
駅
前
サ
ロ
ン
」を
開
き
、
高

齢
者
と
の
交
流
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
寺
島
学
長
は
、
評
論
家
と
し
て
著
書
や

メ
デ
ィ
ア
出
演
も
多
数
お
あ
り
で
す
が
、
次

代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
、
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
本
誌
春
号

（
５
／
１
発
行
予
定
）に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■ 

思
い
や
り
の
心
が

　
失
わ
れ
な
い
よ
う
に

　
福
井
県
敦
賀
支
部（
事
務
局
：
敦
賀
市
教

育
委
員
会
）で
は
、
コ
ロ
ナ
差
別
や
偏
見
が

問
題
と
な
る
中
、
市
民
に
改
め
て
思
い
や
り

の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
、
昨
年

11
月
26
日（
金
）、
第
1
回
と
な
る「
市
民
の

つ
ど
い
」を
開
催
。「
小
さ
な
親
切
」実
行
章

や
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
の
ほ
か
、
社
会

教
育
指
導
員
と
し
て
人
権
教
育
に
携
わ
る
山や
ま

本も
と

拓ひ
ろ
し

氏
が「
親
切
・
思
い
や
り
が
自
分
も

ま
わ
り
も
輝
か
せ
る
」と
題
し
、
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
な
ど
の

事
例
も
取
り
上
げ
、
一
人
ひ
と
り
が
と
る
べ

き
行
動
に
つ
い
て
語
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
多
く
の
人
に
聞
い

て
ほ
し
い
」と
の
声
が
。
今
後
も
、
同
支
部

で
は
地
域
の
思
い
や
り
の
心
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

■
優
し
い
気
持
ち
を
届
け
ま
す

　
年
間
を
通
じ
て
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
昨
年
度
、
愛

媛
県
本
部（
事
務
局
：
伊
予
銀
行
）の
推
薦

で「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
を
贈
呈
し
た
宇

和
島
市
立
城
東
中
学
校
。
昨
年
９
月
、
参
加

を
予
定
し
て
い
た「
敬
老
の
日
」の
イ
ベ
ン

ト
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
同
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生

徒
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
を
伝
え
た
い

と
、
お
宅
を
1
軒
ず
つ
訪
問
し
、
手
作
り
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
手
紙
を
添
え
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

　
訪
問
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
、
心
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
た
ち
の

優
し
い
気
持
ち
が
な
に
よ
り
嬉
し
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
彼
ら
の
温
か
な
心
が
、
地
域
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「小さな親切」実行章を受ける多摩大学・
寺島実郎学長（右）と、運動本部・鈴木恒
夫代表（左）

講演をする山本拓氏

中学生たちの訪問に感激

に
拡
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■ 

広
島
発「
あ
り
が
と
う
」を

　
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て

　
広
島
を
中
心
に
活
動
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者

の
沖
田
孝
司
さ
ん（
個
人
会
員
）が
代
表
を

務
め
る「
マ
イ
・
ハ
ー
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

推
進
委
員
会（
顧
問
：
岸
田
文
雄
氏
）が
、

Ｃ
Ｄ
を
制
作
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
、
近
年
の
自

然
災
害
に
お
け
る
広
島
へ
の
支
援
・
協
力

へ
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
、
音
楽
で
エ
ー
ル
を
送
り
た
い

と
立
ち
上
げ
た「
Ｃ
Ｄ『tom

orrow
 from

 
H

IRO
SH

IM
A

』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環

と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
協

賛
金
を
募
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
広
島
県
本

部（
事
務
局
：
も
み
じ
銀
行
）や
運
動
本
部

も
後
援
と
し
て
参
加
。
Ｃ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
た

「
わ
が
故
郷
は
」は
、「
小
さ
な
親
切
」運
動

に
献
呈
い
た
だ
い
た
曲
で
、
や
わ
ら
か
な
旋

律
に
故
郷
の
風
景
が
浮
か
ぶ
歌
詞
は
、
親
切

運
動
に
ぴ
っ
た
り
の
心
癒
さ
れ
る
楽
曲
と
な

り
ま
し
た
。

■
寄
附
者
ご
芳
名

　
（
２
０
２
１
年
10
月
～
12
月
末
）

　
山
口
県　
天
野
洋
子

　
群
馬
県　
片
亀
歳
晴

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

CDは全国の高校、特別支援
学校などに寄贈された 申

し
込
み
方
法

①氏名	②住所	③年齢	④本誌の感想をご記入の上、「読者プレ
ゼント係」まで、ＦＡＸまたは応募フォームよりお申込みくだ
さい。2022年２月25日（金）必着。当選者の発表は、プレゼ
ントの発送をもってかえさせていただきます。
◦ＦＡＸ：０３-３２６３-３８３８
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令
和
３
年
度
の「
小
さ
な
親
切
」運
動
功

労
者
の
皆
様
の
受
賞
事
由
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
例
年
11
月
に
開
催
し
て
い
る
全
国
表

彰
式
を
中
止
と
し
た
た
め
、
受
賞
者
の
皆
様

に
は
地
域
組
織
か
ら
の
伝
達
ま
た
は
郵
送
に

て
賞
状
と
楯
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

■
本ほ
ん

間ま 

和か
ず

夫お

山
形
県
　
山
形「
小
さ
な
親
切
」
の
会
前
代
表

（
山
形
放
送
株
式
会
社
　
相
談
役
）

　

平
成
７（
１
９
９
５
）年
、
同
会
の
事
務

局
長
に
就
任
し
た
本
間
氏
は
、
青
少
年
の
豊

か
な
心
づ
く
り
に
特
に
力
を
入
れ
る
た
め
、

支
部
主
催
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
質
の
高
い
作
文
が
多
く
集
ま
る
コ
ン

ク
ー
ル
に
発
展
さ
せ
た
。
ま
た
、「
小
さ
な

親
切
」が
テ
ー
マ
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
企
画
・

制
作
す
る
な
ど
、
広
報
活
動
に
も
尽
力
。

　

平
成
25（
２
０
１
３
）年
よ
り
６
年
間
代

表
を
つ
と
め
、
常
に
実
践
的
な
ア
イ
デ
ア
で

同
会
の
活
動
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

■
田た

中な
か 

香か

實ぐ
み

香
川
県
　
高
瀬
町
支
部
前
代
表

　

平
成
22（
２
０
１
０
）年
よ
り
地
域
の
幼

稚
園
長
、
保
育
所
長
、
小
中
学
校
長
か
ら
な

る
団
体「
た
か
せ
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
」と
連

携
し
、
幼
児
期
か
ら
中
学
卒
業
す
る
ま
で
一

貫
し
た
心
の
育
成
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。

　
ま
た
、
支
部
推
進
大
会
に
は
、
多
く
の
地

域
の
方
を
招
き
、
活
動
の
成
果
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
親
切
運
動
を
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
た
。

※
田
中
氏
へ
の
贈
呈
は
、
２
月
の
支
部
推
進

大
会
に
て
行
う
。

■
若わ
か

山や
ま

　
直な

お

北
海
道
　
函
館
支
部
理
事

（
株
式
会
社
五
島
軒 

代
表
取
締
役
会
長
）

　

平
成
18（
２
０
０
６
）年
、
同
支
部
の
発

起
人
の
一
人
で
あ
る
父
親
か
ら
引
き
継
ぐ
形

で
理
事
に
就
任
。
支
部
主
催
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
や「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
の
贈
呈

な
ど
、
青
少
年
の
豊
か
な
心
づ
く
り
に
力
を

注
い
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
問

題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
収
集
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
際
に

は
、
地
域
の
小
中
学
校
へ
広
く
参
加
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
役
員
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

て
支
部
の
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
。

■
森も
り

平ひ
ら 

政ま
さ

雄お

青
森
県
　
十
和
田
支
部
参
与

　

昭
和
52（
１
９
７
７
）年
、
同
支
部
発
足

と
同
時
に
事
務
局
長
に
就
任
。
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
や「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
の
贈
呈

な
ど
に
尽
力
す
る
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
環
境
美
化
に
も

貢
献
。

　

昭
和
58（
１
９
８
３
）年
に
は
、
森
平
氏

ら
の
尽
力
に
よ
り
、
十
和
田
市
が「『
小
さ

な
親
切
』実
践
都
市
」を
宣
言
し
、
親
切
運

動
は
市
民
ぐ
る
み
の
活
動
に
発
展
す
る
な

ど
、
長
年
に
亘
り
支
部
の
活
動
推
進
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

II n f o r m a t i o n  &  HH I R O B A

山形県本部　長谷川吉茂代表（左から2番目）より
本間氏に贈呈

函館支部　小笠原孝相談役（右）より贈呈される若山氏

十和田支部　柴田康秀代表（左）より贈呈される森平氏

内
閣
官
房
長
官
賞

受
賞
者
紹
介

■
片か
た

亀か
め 

歳と
し

晴は
る

群
馬
県
　
個
人
正
会
員
・「
小
さ
な
親
切
」運
動

本
部
特
任
推
進
委
員

　
地
域
に
思
い
や
り
の
輪
を
広
げ
た
い
と
親

切
運
動
に
入
会
し
、「
小
さ
な
親
切
」実
行

章
の
贈
呈
活
動
や
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
は

が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
入
賞
作
品
を
も
と
に

し
た
紙
芝
居
の
制
作
と
、
高
齢
者
施
設
や
小

中
学
校
で
の
上
演
活
動
に
力
を
注
ぐ
。

　

平
成
22（
２
０
１
０
）年
に
は
、
運
動
本

部
か
ら
特
任
推
進
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
現

在
も
精
力
的
に
親
切
運
動
の
普
及
拡
大
に
努

め
て
い
る
。

【
優
秀
賞
】

〈
小
学
生
の
部
〉 

９
名

宮
城
県 

仙
台
市
立
南
吉
成
小
学
校 

6
年

堀
内 

津
麦

山
形
県 

高
畠
町
立
亀
岡
小
学
校 

1
年

松
田 

灯
里

福
島
県 

大
玉
村
立
玉
井
小
学
校 

5
年

喜
古 

真
凜

福
井
県 

越
前
市
武
生
南
小
学
校 

5
年

田
﨑 

友
唯

山
口
県 

光
市
立
岩
田
小
学
校 

2
年

森
山 

愛
梨

山
口
県 

光
市
立
周
防
小
学
校 

3
年

田
中 

陽
奈
子

徳
島
県 

徳
島
市
助
任
小
学
校 

5
年

吉
本 

桜
佑

香
川
県 

三
豊
市
立
比
地
小
学
校 

6
年

中
下 

心
結

福
岡
県 

飯
塚
市
立
片
島
小
学
校  

6
年

神
谷 

陽
向
子

〈
中
学
生
の
部
〉 

９
名

北
海
道 

北
斗
市
立
上
磯
中
学
校 

3
年

横
山 

千
妃
楼

山
形
県 

山
形
市
立
第
十
中
学
校 

2
年

髙
橋　

抱

山
形
県 

白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校 

2
年

竹
田 

あ
お
い

千
葉
県 

松
戸
市
立
根
木
内
中
学
校 

3
年

前
原 

杏
海

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】

「
心
に
咲
い
た
お
ば
あ
さ
ん
の
花
」

福
岡
県 

敬
愛
小
学
校 

6
年

安
田 

悠
真

【
文
部
科
学
大
臣
賞
】

「
親
切
の
形
」

三
重
県 

伊
勢
市
立
港
中
学
校 

2
年

藤
原 

芯
樹

【「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部
賞
】2
名

「
手
紙
の
力
」

栃
木
県 

栃
木
市
立
赤
麻
小
学
校 

6
年

毛
塚 

渚
月

「
世
界
を
包
み
こ
む
優
し
さ
」

鳥
取
県 

米
子
市
立
福
生
中
学
校 

3
年

大
倉 

優
衣

【
特
別
優
秀
賞
】6
名

〈
小
学
生
の
部
〉 

3
名

「
よ
ろ
こ
び
の
マ
ス
ク
」

福
井
県 

越
前
市
神
山
小
学
校 

1
年

山
腰 

萌
依

「
気
づ
か
さ
れ
た
心
」

福
岡
県 

北
九
州
市
立
松
ヶ
江
北
小
学
校 

4
年

古
賀　

凛

「
し
ん
せ
つ
の
た
ね
ま
き
」

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
市
立
星
峯
東
小
学
校 

1
年

川
畑 

奏
空

〈
中
学
生
の
部
〉 

3
名

「
私
と
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
」

青
森
県 

十
和
田
市
立
切
田
中
学
校 

3
年

原
田 

実
來

「
ナ
ン
バ
ー
を
こ
え
て
」

徳
島
県 

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
等
教
育
学
校 

2
年

大
野 

真
奈

「
親
切
を
描
こ
う
」

熊
本
県 

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校 

1
年

今
村 

奏
翔

【
入　

選
】

〈
小
学
生
の
部
〉 

50
名

山
形
県 

山
形
大
学
附
属
小
学
校 

4
年

市
川 

紗
音

山
形
県 

山
形
市
立
第
四
小
学
校 

4
年

石
川 

香
菜

山
形
県 

米
沢
市
立
上
郷
小
学
校 

4
年

北
澤 

優
志

栃
木
県 

栃
木
市
立
岩
舟
小
学
校 

2
年

平
瀬 

結
望

栃
木
県 

栃
木
市
立
吹
上
小
学
校 

4
年

飯
田 

茉
那
香

栃
木
県 

栃
木
市
立
大
平
中
央
小
学
校 

5
年

大
橋 

寧
音

群
馬
県 

富
岡
市
立
高
瀬
小
学
校 

6
年

窪
田 

琉
良

千
葉
県 

船
橋
市
立
市
場
小
学
校 

5
年

鈴
木 

琴
葉

千
葉
県 

鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校 

5
年

松
村　

遙

千
葉
県 

松
戸
市
立
常
盤
平
第
一
小
学
校 

6
年

大
谷 

桜
子

東
京
都 

暁
星
小
学
校 

5
年

矢
部 

玄
馬

神
奈
川
県 

秦
野
市
立
西
小
学
校 

2
年

細
野 

眞
初

神
奈
川
県 

川
崎
市
立
東
菅
小
学
校 

6
年

木
村　

守

福
井
県 

越
前
市
味
真
野
小
学
校 

4
年

玉
村 

薫
乃

福
井
県 

福
井
市
春
山
小
学
校 

5
年

前
島 

り
り
あ

福
井
県 

越
前
市
南
中
山
小
学
校 

5
年

見
延 

枇
真
璃

福
井
県 

越
前
市
王
子
保
小
学
校 

6
年

松
田 

梁
太
郎

長
野
県 

須
坂
市
立
小
山
小
学
校 

4
年

池
上 

綾
乃

第
46
回「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル　
入
賞
・
入
選
者
者
一
覧

入
賞・入
選
者
１
３
０
名

応
募
総
数
４
０
，５
６
５
編
（
小
学
生
：
９
，６
５
７
編
／
中
学
生
：
３
０
，９
０
８
編
）

主
催
：
公
益
社
団
法
人「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部

後
援
：
内
閣
府　

文
部
科
学
省　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

毎
日
新
聞
社

協
賛
：
カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社　

株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

【
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
賞
】

「
ベ
ト
ナ
ム
の
友
達
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

秋
田
県 

鹿
角
市
立
大
湯
小
学
校 

4
年

小
田
島 

心
深

【
審
査
員
特
別
賞
】

「
あ
た
た
か
い
、心
の
つ
な
が
り
」

福
岡
県 

福
津
市
立
福
間
中
学
校 

2
年

久
保 

音
彩

東
京
都 

山
脇
学
園
中
学
校 

2
年

赤
坂 

珠
由
香

大
阪
府 

高
槻
市
立
芝
谷
中
学
校 

1
年

藤
谷 

香
那

広
島
県 

呉
市
立
横
路
中
学
校 

2
年

岸
川 

芽
衣

熊
本
県 

熊
本
市
立
清
水
中
学
校 

2
年

田
中 

敬
子

鹿
児
島
県 

喜
界
町
立
喜
界
中
学
校 

3
年

喜
禎 

あ
さ
ひ

※
氏
名
の
旧
字
体・異
体
字
に
つ
い
て
は
一
部
常
用
漢
字

で
表
記
し
て
い
ま
す
。

長
野
県 

上
田
市
立
丸
子
中
央
小
学
校 

6
年

澤
山 

り
ん

静
岡
県 

浜
松
市
立
竜
禅
寺
小
学
校 

6
年

波
多
野 

頼
亜

奈
良
県 

生
駒
市
立
生
駒
小
学
校 

3
年

川
崎 

朝
陽

奈
良
県 

葛
城
市
立
忍
海
小
学
校 

6
年

西
内 

花
穏

島
根
県 

出
雲
市
立
西
野
小
学
校 

5
年

神
田 

羽
嬉

岡
山
県 

倉
敷
市
立
連
島
南
小
学
校 

4
年

須
藤 

寧
々

岡
山
県 

倉
敷
市
立
粒
江
小
学
校 

6
年

石
田 

紗
也

岡
山
県 

倉
敷
市
立
連
島
西
浦
小
学
校 

6
年

中
村 

心
星

山
口
県 

山
口
大
学
教
育
学
部
附
属
光
小
学
校 

3
年

ラ
イ
オ
ン 

智

山
口
県 

下
松
市
立
下
松
小
学
校 

3
年

守
政 

拓
哉

山
口
県 

周
南
市
立
大
河
内
小
学
校 

4
年

樋
口 

琥
太
朗

山
口
県 

岩
国
市
立
由
宇
小
学
校 

6
年

竹
本 

凪
沙

徳
島
県 

徳
島
文
理
小
学
校 

1
年

加
藤　

彩

徳
島
県 

徳
島
市
南
井
上
小
学
校 

5
年

安
藤 

星
七

香
川
県 

高
松
市
立
多
肥
小
学
校 

1
年

髙
島 

心
春

香
川
県 

高
松
市
立
太
田
小
学
校 

2
年

宮
尻 

珠
那

香
川
県 

観
音
寺
市
立
大
野
原
小
学
校 

4
年

岡　

咲
穂

福
岡
県 

北
九
州
市
立
熊
西
小
学
校 

2
年

坂
本 

絢
芽

福
岡
県 

久
留
米
市
立
篠
山
小
学
校 

4
年

古
田 

姫
菜

福
岡
県 

久
留
米
市
立
荒
木
小
学
校 

4
年

永
江 

侑
莉

福
岡
県 

北
九
州
市
立
二
島
小
学
校 

5
年

大
山 

寛
太

福
岡
県 

行
橋
市
立
泉
小
学
校 

5
年

堤　

陽
向

福
岡
県 

行
橋
市
立
稗
田
小
学
校 

5
年

中
野 

暁
仁

熊
本
県 

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校 

3
年

清
河 

真
咲

熊
本
県 

荒
尾
市
立
中
央
小
学
校 

4
年

犬
塚　

蓮

熊
本
県 

高
森
町
立
高
森
中
央
小
学
校 

6
年

山
口 

な
ず
な

大
分
県 

大
分
市
立
春
日
町
小
学
校 

3
年

月
村 

天
洋

大
分
県 

国
東
市
立
志
成
学
園 

5
年

都
留 

佑
哉

鹿
児
島
県 

日
置
市
立
伊
作
田
小
学
校 

3
年

坪
谷 

康
雅

鹿
児
島
県 

曽
於
市
立
財
部
小
学
校 
3
年

石
田 

凜
花

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校 
5
年

石
原 

佳
歩

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
市
立
田
上
小
学
校 

6
年

亀
甲 

愛
花

〈
中
学
生
の
部
〉 

50
名

北
海
道 

岩
見
沢
市
立
緑
中
学
校 

2
年

汲
川 

さ
く
ら

青
森
県 

十
和
田
市
立
三
本
木
中
学
校 

1
年

舛
舘 

夏
美

青
森
県 

弘
前
市
立
北
辰
中
学
校 

3
年

山
崎 

怜
奈

山
形
県 

山
形
市
立
第
六
中
学
校 

1
年

遠
藤 

由
菜

山
形
県 

山
形
市
立
第
九
中
学
校 

2
年

齋
藤 

莉
里

山
形
県 

米
沢
市
立
第
二
中
学
校 

2
年

星　

羚
弥

山
形
県 

米
沢
市
立
第
四
中
学
校 

2
年

堀
川 

し
ず
く

栃
木
県 

小
山
市
立
小
山
第
三
中
学
校 

1
年

佐
藤 

隆
太
朗

群
馬
県 

富
岡
市
立
南
中
学
校 

3
年

湯
浅 

月
渚

埼
玉
県 

さ
い
た
ま
市
立
大
谷
場
中
学
校 

2
年

野
口 

結
衣

千
葉
県 

睦
沢
町
立
睦
沢
中
学
校 

1
年

田
中 

仁
子

千
葉
県 

船
橋
市
立
金
杉
台
中
学
校 

2
年

鈴
木 

茉
帆

千
葉
県 

専
修
大
学
松
戸
中
学
校 

3
年

大
川　

遥

東
京
都 

学
習
院
女
子
中
等
科 

1
年

下
野 

理
央

東
京
都 

八
王
子
市
立
由
井
中
学
校 

2
年

加
賀
山 

夏
実

福
井
県 

敦
賀
市
立
松
陵
中
学
校 

2
年

浜
上 

恭
羽

福
井
県 

越
前
市
武
生
第
一
中
学
校 

2
年

敦
賀　

結

福
井
県 

敦
賀
市
立
東
浦
中
学
校 

3
年

木
下 

那
奈

長
野
県 

駒
ヶ
根
市
立
赤
穂
中
学
校 

1
年

長
野 

か
り
ん

長
野
県 

中
野
市
立
南
宮
中
学
校 

3
年

早
川 

ま
り
い

岐
阜
県 

高
山
市
立
宮
中
学
校 

2
年

野
中 

優
月

静
岡
県 

静
岡
県
立
浜
松
西
高
等
学
校
中
等
部 

1
年

岩
本 

柚
季

静
岡
県 

静
岡
市
立
豊
田
中
学
校 

2
年

岩
田 

陽
和
野

奈
良
県 

奈
良
市
立
飛
鳥
中
学
校 

2
年

小
倉　

凪

奈
良
県 

生
駒
市
立
生
駒
南
中
学
校 

2
年

北
郷 

真
白

鳥
取
県 

鳥
取
市
立
南
中
学
校 

1
年

山
根 

唯
夢

岡
山
県 

倉
敷
市
立
児
島
中
学
校 

2
年

三
原 

瑚
子

広
島
県 
広
島
市
立
宇
品
中
学
校 

3
年

稲
本 
佳
奈

山
口
県 

岩
国
市
立
由
宇
中
学
校 

1
年

花
田 

柚
菜

山
口
県 

周
南
市
立
岐
陽
中
学
校 

1
年

仲
子 

結
菜

香
川
県 

高
松
市
立
桜
町
中
学
校 
1
年

高
見 

祐
衣

香
川
県 

坂
出
市
立
坂
出
中
学
校 
1
年

堀
井 

悠
太

香
川
県 

三
木
町
立
三
木
中
学
校 

2
年

髙
木 

麻
結

香
川
県 

坂
出
市
立
東
部
中
学
校 

2
年

佐
藤 

紀
代

愛
媛
県 

今
治
明
徳
中
学
校 

2
年

村
上 

陽
向

福
岡
県 

福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校 

2
年

礎　

玲
奈

福
岡
県 

築
上
町
立
椎
田
中
学
校 

1
年

富
永 

愛
美

福
岡
県 

照
曜
館
中
学
校 

2
年

葛
城　

澪

佐
賀
県 

佐
賀
清
和
中
学
校 

1
年

北
里 

優
斗

熊
本
県 

熊
本
市
立
北
部
中
学
校 

2
年

梅
田 

愛
叶

熊
本
県 

熊
本
市
立
二
岡
中
学
校 

2
年

甲
斐 

帆
乃
夏

熊
本
県 

熊
本
市
立
錦
ヶ
丘
中
学
校 

2
年

岩
本 

椋
太

熊
本
県 

水
俣
市
立
水
俣
第
一
中
学
校 

2
年

小
畑 

百
華

大
分
県 

国
東
市
立
国
見
中
学
校 

2
年

古
森 

彩
夏

宮
崎
県 

宮
崎
市
立
宮
崎
西
中
学
校 

1
年

宮
﨑 

俊
輔

宮
崎
県 

宮
崎
市
立
宮
崎
東
中
学
校 

3
年

富
田 

妃
華

鹿
児
島
県 

志
學
館
中
等
部 

2
年

藤
﨑 

ひ
ま
り

鹿
児
島
県 

南
大
隅
町
立
根
占
中
学
校 

2
年

重
久 

千
鶴

鹿
児
島
県 

大
口
明
光
学
園
中
学
校 

2
年

小
水
流 

来
美

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
第
一
中
学
校 

3
年

南　

結
衣
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